ギジュツ カクシン オ トモナウ ジセダイガタ ジドウシャ シュツゲン ノ ケイザイ ハキュウ コウカ by 渋澤 博幸 et al.
―  ―
Evaluating the Economic Impacts 
of Technological Innovation and the Development 
of Environmentally Friendly Vehicles
Hiroyuki Shibusawa, Takafumi Sugawara, 
and Makoto Yamaguchi
Abstract
　In this paper, the economic impacts of technological innovation, such as electric and 
hybrid vehicles, on the automobile industry in Japan are examined. The automobile 
industry has developed environmentally friendly vehicles in the face of the global 
warming issue and the problem of declining petroleum resources. Conventional 
automobiles that use gasoline and diesel oil donʼt meet the demands of the future 
society. The new generation of automobiles will become popular for the coming 
several decades, and the industrial structure will be affected by the appearance of this 
new generation of automobiles. Since the Japanese economy strongly depends on the 
automobile industry, the appearance of technological innovation in the automobile 
industry has an influence not only within the industry, but also on other industries. In 
this study, we explore the economic impacts of shifting the production system in the 
automobile industry from conventional automobile technology to an electric and 






































適用し、最適な技術選択の分析を行っている。Jacoby, Reilly, McFarland, and Paltsev（2006）では、













































　本稿では、総務省統計局作成の「全国産業連関表基本表」（生産者価格表、行 517 ×列 405、
2000 年）を 108 部門に統合したものを分析対象として用いる。
　この産業連関表は、総務省統計局が Web 上で公開している 104 部門表（中分類表、Excel 形式）
と基本的に同じ分類である。今回の分析では、自動車産業に焦点を当てるため、104 部門表では








































に示すように、これらの平均値 RZ、RU を用いて各産業を 4 つの領域（I、II、III、IV）に分類
する。
（a）自動車組立部門（乗用車、トラック・バス・その他自動車、二輪自動車）




















第 j 部門の影響力係数＝Σni = bij／（Σnj =Σni = bij/n）
　この係数が 1 より大きい部門は、影響力が平均より大きいことになる。
　逆行列の行和（行方向の合計）は、各部門に最終需要が 1 単位ずつあった場合に第 i 部門が影
響を受ける単位を表している。この平均値からの離れの程度を感応度係数と呼ぶ。
第 i 部門の感応度係数＝Σnj = bij／（Σnj =Σni = bij/n）






























Base ケースについては、産業連関表から導出された産業構造を表す投入係数表 ABase をそのまま
用いた。日本エネルギー経済研究所（2006）では、ハイブリット自動車と電気自動車の投入係数






　約 1.3 兆円の乗用車の新規需要に対して、Base ケースでは 3.43 兆円、HEV ケースでは 3.46 兆
円、EV ケースでは 3.26 兆円の経済効果が全国内の産業にもたらされるという結果になった（表
2）。各ケースとも、経済波及効果に大きな差はみられない。
表 2　シナリオと経済効果
ケース 内容 産業構造 経済効果 ガソリン自動車比
Base ガソリン乗用車のみ生産 A base 3.43 兆円 100%
HEV ハイブリット乗用車のみ生産 A HEV 3.46 兆円 101%
EV 電気乗用車のみ生産 A EV 3.26 兆円 95%
　次に、従来型自動車と次世代型自動車の需要増がもたらす経済波及効果の産業別影響力の相異
を分析する。ここでは、Base ケースと EV ケースで各産業がうける経済波及効果を比較する。
次世代型自動車の生産で直接影響を受ける産業（投入係数を変更した産業）の他にどのような産
業が、Base ケースに比較して相対的に規模を拡大もしくは縮小するのか見ていくことにする。
図 3 に、Base ケースに比べて、EV の生産により規模が拡大する産業をランキング形式で示す。
図 3 の縦軸は、 誘発額の差＝ EV ケースの誘発額― Base ケースの誘発額、を意味する。この図
から、「非鉄金属製練・精製」「プラスチック製品」が伸びていることが分かる。なお、これら 2
部門は HEV・EV 用電気モータ、2 次電池の原料に使われるとされる産業である。
　図 4 に Base ケースに比べて EV の生産により規模が縮小する産業のランキングを示す。この
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技術革新を伴う次世代型自動車出現の経済波及効果
図から、EV ケースでは、鉄関連の 3 部門（「鋳鍛造品」「銑鉄・粗鋼」「鋼材」）が減少すること
が分かる。この 3 部門は、内燃機関やトランスミッション等の部品に関わる産業であると考えら
れる。
図 3　生産が増加する産業（Base と EV の比較）
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